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１．はじめに
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で全体の 10％，経済・政治・法律は 57 学科で同
じく 10％程度を占めていた。基礎科学は，89 学
科で 15％，環境資源が 42 学科で 7％，基礎産業
とハイテク技術が 255 学科で 42％であり，医学












































2006 年は 985 プロジェクトの対象校から 24 大
学の 26 の学科が，2007 年には 211 プロジェクト
の対象校より 51 大学の 51 学科が選出された。
2008 年には国家重点学科より 40 の大学・学科が
選定された。合計で 117 箇所のイノベーション拠
点が建設されることとなる。



















































































もあった。アンケート調査は平成 25 年 5 月に発
送した。調査票の発送・回収は全て上海理工大学
で行った。















 ・ 属性（国立大学 3 校，公立大学 31 校，省部
共建 2 校，私立 1 校）。
 ・ 所在地（北京市 4 校，江蘇省 4 校，上海市 3
校，遼寧省 3 校，河北省 3 校，浙江省 2 校，
安徽省 2 校，その他 16 校）。
 ・211 工程大学（該当 15 校，非該当 22 校）。



































眺めてみたい。表 2 の上半分が 211 工程に指定さ
れた大学の集計結果である。下半分は非 211 工程
大学の集計結果となる。211 工程大学と非 211 工
程大学との間で差が目立つ回答は，質問 4 以降の
回答結果と言えそうである。インキュベーション
施設を持つ大学は，211 工程大学が 80% である
のに対し，非211工程大学では約40%に過ぎない。
また，企業が設置した研究施設を学内に持つ大学
も，211 工程大学では 90% 以上の回答結果とな










表 2 と同様に，表 3 の上半分が 985 工程に指定
表 1　産学連携推進体制／成果に関する回答結果






































985 工程大学に含まれている。また，「過去 5 年
間に教職員・学生による大学発ベンチャー企業が
























































































































































































中国系企業 日本系企業 米国系企業 欧州系企業




11 13 17 2 3 5 3 3 4 2 2 4




14 16 16 1 3 5 1 2 3 1 2 4
37.8% 43.2% 43.2% 2.7% 8.1% 13.5% 2.7% 5.4% 8.1% 2.7% 5.4% 10.8%
3. 中国市場向け新製品の開発
を目指した研究テーマを実施。
23 22 24 4 5 6 7 6 5 6 6 7




22 24 24 3 4 5 6 5 4 5 5 6
59.5% 64.9% 64.9% 8.1% 10.8% 13.5% 16.2% 13.5% 10.8% 13.5% 13.5% 16.2%
5. 世界市場向け新製品の開発
を目指した研究テーマを実施。
7 11 19 2 3 5 5 4 6 4 3 6




6 8 16 3 4 6 5 4 7 4 4 7




－ － － 2 3 6 3 3 7 2 3 6




－ － － 4 5 6 5 5 6 4 5 6
－ － － 10.8% 13.5% 16.2% 13.5% 13.5% 16.2% 10.8% 13.5% 16.2%
9. 本学の技術水準 / 技術能力
向上を目指した研究テーマを
実施。
14 17 18 1 1 4 3 2 5 3 2 5




2 3 5 0 0 1 0 0 2 0 0 2
5.4% 8.1% 13.5% 0.0% 0.0% 2.7% 0.0% 0.0% 5.4% 0.0% 0.0% 5.4%
11. その他
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0




















中国系企業 日本系企業 米国系企業 欧州系企業




5 6 8 1 1 2 2 2 2 2 2 2




8 8 7 1 1 2 1 1 2 1 1 2
53.3% 53.3% 46.7% 6.7% 6.7% 13.3% 6.7% 6.7% 13.3% 6.7% 6.7% 13.3%
3. 中国市場向け新製品の開発
を目指した研究テーマを実施。
11 9 10 2 2 2 2 2 2 2 2 2




12 12 13 1 1 1 1 1 1 1 1 1
80.0% 80.0% 86.7% 6.7% 6.7% 6.7% 6.7% 6.7% 6.7% 6.7% 6.7% 6.7%
5. 世界市場向け新製品の開発
を目指した研究テーマを実施。
5 7 7 1 1 3 3 3 4 2 2 3




4 4 5 2 2 3 2 2 3 2 2 3




－ － － 2 2 4 2 2 4 2 2 4




－ － － 3 3 4 4 4 4 4 4 4
－ － － 20.0% 20.0% 26.7% 26.7% 26.7% 26.7% 26.7% 26.7% 26.7%
9. 本学の技術水準 / 技術能力
向上を目指した研究テーマを
実施。
8 9 9 1 1 2 1 1 2 1 1 2




1 1 2 0 0 1 0 0 1 0 0 1
6.7% 6.7% 13.3% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 0.0% 6.7%
11. その他　
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0




















中国系企業 日本系企業 米国系企業 欧州系企業




2 2 3 0 0 1 1 1 1 1 1 1




6 5 4 0 0 1 0 0 1 0 0 1
85.7% 71.4% 57.1% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 14.3%
3. 中国市場向け新製品の開発
を目指した研究テーマを実施。
4 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1




6 6 6 1 1 1 1 1 1 1 1 1
85.7% 85.7% 85.7% 14.3% 14.3% 14.3% 14.3% 14.3% 14.3% 14.3% 14.3% 14.3%
5. 世界市場向け新製品の開発
を目指した研究テーマを実施。
4 4 4 0 0 1 2 2 2 1 1 1




3 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2




－ － － 1 1 2 1 1 2 1 1 2




－ － － 1 1 2 2 2 2 2 2 2
－ － － 14.3% 14.3% 28.6% 28.6% 28.6% 28.6% 28.6% 28.6% 28.6%
9. 本学の技術水準 / 技術能力
向上を目指した研究テーマを
実施。
3 3 4 0 0 1 0 0 1 0 0 1




0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1
0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 14.3%
11. その他　
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0































中国系企業 日本系企業 米国系企業 欧州系企業
過去に共同研究を行った相手先企業との研究テーマ現在，共同研究を行っている相手先企業との研究テーマ将来，共同研究を行いたい相手先企業との テーマ過去に共同研究を行った相手先企業との研究テーマ現在，共同研究を行っている相手先企業との研究テーマ将来，共同研究を行いたい相手先企業との テーマ過去に共同研究を行った相手先企業との研究テーマ現在，共同研究を行っている相手先企業との研究テーマ将来，共同研究を行いたい相手先企業との テーマ過去に共同研究を行った相手先企業との研究テーマ現在，共同研究を行っている相手先企業との研究テーマ将来，共同研究を行いたい相手先企業との テーマ
1. 相手先企業が持つ先端技術
を学ぶことができる。
11 12 18 3 4 6 7 7 7 6 6 6
29.7% 32.4% 48.6% 8.1% 10.8% 16.2% 18.9% 18.9% 18.9% 16.2% 16.2% 16.2%
2. 相手先企業の優秀な研究ス
タッフと交流できる。
22 21 25 6 7 9 7 8 9 6 7 8
59.5% 56.8% 67.6% 16.2% 18.9% 24.3% 18.9% 21.6% 24.3% 16.2% 18.9% 21.6%
3. 相手先企業が持つ研究設備
を利用することができる。
17 21 22 3 4 8 3 4 7 2 3 6
45.9% 56.8% 59.5% 8.1% 10.8% 21.6% 8.1% 10.8% 18.9% 5.4% 8.1% 16.2%
4. 相手先企業が大学構内に研
究施設を建設してくれる。
21 26 26 2 3 8 2 3 7 2 3 7
56.8% 70.3% 70.3% 5.4% 8.1% 21.6% 5.4% 8.1% 18.9% 5.4% 8.1% 18.9%
5. 相手先企業から資金が提供
される。
22 28 28 7 7 9 8 9 9 7 8 8
59.5% 75.7% 75.7% 18.9% 18.9% 24.3% 21.6% 24.3% 24.3% 18.9% 21.6% 21.6%
6. 相手先企業に学生の就職を
確保することができる。
14 16 23 2 2 4 2 3 4 2 2 4




21 24 25 4 5 8 5 6 8 4 5 7
56.8% 64.9% 67.6% 10.8% 13.5% 21.6% 13.5% 16.2% 21.6% 10.8% 13.5% 18.9%
8. その他
0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1
































中国系企業 日本系企業 米国系企業 欧州系企業
過去に共同研究を行った相手先企業との研究テーマ現在，共同研究を行っている相手先企業との研究テーマ将来，共同研究を行いたい相手先企業との テーマ過去に共同研究を行った相手先企業との研究テーマ現在，共同研究を行っている相手先企業との研究テーマ将来，共同研究を行いたい相手先企業との テーマ過去に共同研究を行った相手先企業との研究テーマ現在，共同研究を行っている相手先企業との研究テーマ将来，共同研究を行いたい相手先企業との テーマ過去に共同研究を行った相手先企業との研究テーマ現在，共同研究を行っている相手先企業との研究テーマ将来，共同研究を行いたい相手先企業との テーマ
1. 相手先企業が持つ先端技術
を学ぶことができる。
4 5 6 2 2 3 4 4 4 3 3 3
26.7% 33.3% 40.0% 13.3% 13.3% 20.0% 26.7% 26.7% 26.7% 20.0% 20.0% 20.0%
2. 相手先企業の優秀な研究ス
タッフと交流できる。
9 9 10 4 4 4 4 4 4 4 4 4
60.0% 60.0% 66.7% 26.7% 26.7% 26.7% 26.7% 26.7% 26.7% 26.7% 26.7% 26.7%
3. 相手先企業が持つ研究設備
を利用することができる。
5 7 7 1 2 3 1 2 3 1 2 3
33.3% 46.7% 46.7% 6.7% 13.3% 20.0% 6.7% 13.3% 20.0% 6.7% 13.3% 20.0%
4. 相手先企業が大学構内に研
究施設を建設してくれる。
9 10 11 2 2 4 2 2 4 2 2 4
60.0% 66.7% 73.3% 13.3% 13.3% 26.7% 13.3% 13.3% 26.7% 13.3% 13.3% 26.7%
5. 相手先企業から資金が提供
される。
13 12 13 4 4 4 4 4 4 4 4 4
86.7% 80.0% 86.7% 26.7% 26.7% 26.7% 26.7% 26.7% 26.7% 26.7% 26.7% 26.7%
6. 相手先企業に学生の就職を
確保することができる。
6 6 8 2 2 2 2 2 2 2 2 2




11 12 12 3 3 3 3 3 3 3 3 3
73.3% 80.0% 80.0% 20.0% 20.0% 20.0% 20.0% 20.0% 20.0% 20.0% 20.0% 20.0%
8. その他
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0




























中国系企業 日本系企業 米国系企業 欧州系企業
過去に共同研究を行った相手先企業との研究テーマ現在，共同研究を行っている相手先企業との研究テーマ将来，共同研究を行いたい相手先企業との テーマ過去に共同研究を行った相手先企業との研究テーマ現在，共同研究を行っている相手先企業との研究テーマ将来，共同研究を行いたい相手先企業との テーマ過去に共同研究を行った相手先企業との研究テーマ現在，共同研究を行っている相手先企業との研究テーマ将来，共同研究を行いたい相手先企業との テーマ過去に共同研究を行った相手先企業との研究テーマ現在，共同研究を行っている相手先企業との研究テーマ将来，共同研究を行いたい相手先企業との テーマ
1. 相手先企業が持つ先端技術
を学ぶことができる。
2 2 3 1 1 2 3 3 3 2 2 2
28.6% 28.6% 42.9% 14.3% 14.3% 28.6% 42.9% 42.9% 42.9% 28.6% 28.6% 28.6%
2. 相手先企業の優秀な研究ス
タッフと交流できる。
5 5 5 2 2 2 2 2 2 2 2 2
71.4% 71.4% 71.4% 28.6% 28.6% 28.6% 28.6% 28.6% 28.6% 28.6% 28.6% 28.6%
3. 相手先企業が持つ研究設備
を利用することができる。
4 4 4 1 1 2 1 1 2 1 1 2
57.1% 57.1% 57.1% 14.3% 14.3% 28.6% 14.3% 14.3% 28.6% 14.3% 14.3% 28.6%
4. 相手先企業が大学構内に研
究施設を建設してくれる。
5 5 6 1 1 2 1 1 2 1 1 2
71.4% 71.4% 85.7% 14.3% 14.3% 28.6% 14.3% 14.3% 28.6% 14.3% 14.3% 28.6%
5. 相手先企業から資金が提供
される。
6 6 6 2 2 2 2 2 2 2 2 2
85.7% 85.7% 85.7% 28.6% 28.6% 28.6% 28.6% 28.6% 28.6% 28.6% 28.6% 28.6%
6. 相手先企業に学生の就職を
確保することができる。
3 3 5 1 1 1 1 1 1 1 1 1




5 5 5 1 1 1 1 1 1 1 1 1
71.4% 71.4% 71.4% 14.3% 14.3% 14.3% 14.3% 14.3% 14.3% 14.3% 14.3% 14.3%
8. その他
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0













75.7%，211 工 程 大 学 で 73.3%，985 工 程 大 学
71.4%（いずれも中国系企業との産学連携に対し
て）と高い値を示している。日米欧の企業に対し





















































与区域経済」『研究与建議』1982 年第 8 期が最初と
される。
（ 4 ）はしご理論については，加藤（2003），p.29 を参照。
（ 5 ）加藤（2003）。
（ 6 ）科学技術振興機構中国総合研究交流センター（2013）。
（ 7 ）百度百科「211 工程」http://baike.baidu.com/view/ 
7085.htm（2013 年 11 月 6 日閲覧）。
（ 8 ）百度百科「985 工程」http://baike.baidu.com/view/ 
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